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Processing Unit ）が汎用化され， GPU の持つ多数の演算プロセッサが一般の計算にも使える














索とメタヒューリスティックスに属するアルゴリズムとしては， Simulated Annealing, 各種






























































グ問題に対する比較的シンプルな制約充足アルゴリズムを IBM Bluegene/P スーパーコンピュ
ータに実装した事例 [7]があるが， 512 コアまではほとんど線形な高速化を達成したが，これ
を越えて1024コアまで実行したが高速化が達成されなかったということで，完全な成功とはい










中で，特定の問題領域に依存しない汎用的な局所探索法として Philippe Codognet らにより提




























目指した。これまでにHA8000および Grid'5000 では 256コア，JUGENEでは8192コアまで実行し，




今回の大規模 HPC Challenge は，2014年の 4 月から 8 月まで，著者の一人であるナント大学
の Florian Richoux が日本学術振興会の短期滞在プログラムで東京大学に滞在した際に行われ
たものである。この滞在の目的は，これまでに著者らが進めてきた大規模並列計算機における
組合せ最適化問題の新たなアルゴリズムのデザインと実装の研究をさらに推し進めるもので，













専攻に所属するJFLI（ Japan-French Laboratory for Informatics: 日仏情報学連携研究拠
点）の構成員であるPhilippe Codognet, Florian Richoux, Yves Caniou の連携で，東京大学
情報基盤センターの大規模 HPC Challenge に応募した。この大規模HPC Challenge はFX10の全













ばならず，また， 2 つの印のすべてのペア（n (n-1)/2 通りある）を考えたときに，その格子
上の相対位置が異なるベクトルとなるようにしなければならない。図１にサイズ４のコスタス
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